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平
成
二
十
八
年
度
 
第
四
・
四
半
期
 

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室
（
事
務
局
報
告
）
 

 
個
別
相
談
 
 
 
二
 
件
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
登
校
拒
否
 
０
件
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
い
じ
め
 
 
０
件
 

 
①
登
校
前
に
、
体
調
が
悪
く
な
る
。
 

 
②
友
達
が
出
来
な
い
。
 

 
③
継
続
的
に
、
暴
力
を
受
け
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
そ
の
他
 
 
２
件
 

 
Ｈ
Ｐ
相
談
件
数
 
 
０
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心
の
こ
り
を
ほ
ぐ
す
（
連
載
）
 

「
香
り
と
暮
ら
す
快
適
生
活
」
 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
手
軽
に
香
り
を
楽
し
む
 

 
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
は
、
一
般
に
、
植
物
か
ら
抽
出
さ
れ
た
精
油
（
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
）
を
使
い
ま
す
。
精
油
の
成
分
が
、
皮
膚
表
面
に
あ

る
皮
脂
に
浸
透
し
、
そ
れ
が
皮
膚
の
下
に
あ
る
血
管
に
伝
わ
っ
て
全
身

を
巡
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
間
に
、
身
体
の
各
器
官
に
作
用
し
て
効
果

を
発
揮
す
る
の
で
す
。
ま
た
、
精
油
に
限
ら
ず
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
飲
ん

だ
り
、
花
の
香
り
を
か
い
だ
り
す
る
こ
と
も
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
と
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 
最
近
で
は
、
ハ
ー
ブ
を
取
り
扱
う
店
も
増
え
、
手
軽
に
購
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
は
じ
め
、
精
油
を
浴
槽
に
入
れ
て

た
の
し
む
の
や
、
全
身
の
疲
れ
を
と
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
用
の
オ
イ
ル
な
も

出
て
い
ま
す
。
普
段
の
暮
ら
し
の
中
に
、
気
軽
に
取
り
入
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

・
１
３
 
こ
ん
な
時
に
は
、
こ
ん
な
香
り
が
お
す
す
め
 

 
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
不
眠
に
悩
ん
で
い
る
と
き
に
 

 
・
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
カ
モ
ミ
ー
ル
、
マ
ジ
ョ
ラ
ム
 

 
精
神
的
疲
労
回
復
、
集
中
力
や
記
憶
力
の
増
加
に
 

 
・
・
レ
モ
ン
、
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
 

 
情
緒
不
安
定
な
と
き
に
 

 
・
・
ベ
ル
ガ
モ
ッ
ト
、
ロ
ー
ズ
ウ
ッ
ド
 

平
成
二
十
八
年
度
 
第
四
・
四
半
期
 

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 
理
事
会
 

第
５
９
回
理
事
会
 

 
日
時
 
平
成
二
十
九
年
三
月
十
九
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
２
：
２
０
～
１
５
：
２
０
 

 
場
所
 
荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１
 
 

 
 
 
 
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
４
小
会
議
室
 
 
 
 

 
審
議
事
項
 

 
 
一
第
１
０
回
演
武
会
 
評
価
・
反
省
 
 
確
認
の
件
 

 
 
二
夏
期
合
同
練
習
会
開
催
に
伴
う
検
討
 
確
認
の
件
 

 
 
三
他
武
道
参
戦
及
び
代
替
行
事
検
討
 
 
確
認
の
件

 

 
 
四
三
事
業
委
員
長
選
出
 
 
 
 
 
 
 
確
認
の
件

 

 
 
五
審
判
・
審
査
関
係
内
容
検
討
等
 
 
 
確
認
の
件

 

 
 
 
 
「
乱
取
り
」
実
施
に
伴
う
暫
定
実
施
要
項

 

 
 
六
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確
認
事
項

 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
度
 
第
四
・
四
半
期
 

護
身
武
道
武
道
研
究
会
 

 
 
 
〈
ス
キ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み
・
研
究
機
関
〉
 

・
気
合
せ
 
 
 
１
６
本
・
気
合
せ
柔
術
 
２
２
本
 
 

 
 
 
 
よ
り
理
解
実
施
に
向
け
て
研
究
 

ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
シ
ン
グ
・
・
・
・
連
続
掲
載
 
 

第
２
章
 
ア
イ
シ
ン
グ
の
科
学

 

２
―

６

 

ア

イ

シ

ン

グ

の

生

理

学

 

⑥
―

ウ

ォ
ー

ミ

ン

グ

ア

ッ

プ

前

の

ア

イ

シ

ン

グ

の

効

果

 

②
血
流
上
昇
に
拍
車
を
か
け
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

ま
ず
第
一
の
ケ
ー
ス
か
ら
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
痛
み
が
な
い
場
合
は
、

そ
の
日
の
練
習
で
よ
く
使
う
部
位
を
通
常
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
前

に
冷
や
し
ま
す
。
 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
最
大
の
目
的
は
、
筋
肉
へ
の
血
流
量
を
増
や
し
、

運
動
に
適
し
た
温
度
ま
で
温
め
る
こ
と
。
で
す
か
ら
よ
り
短
い
時
間
で
、

よ
り
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
目
標
と
す
る
温
度
ま
で
上
昇
さ
せ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
わ
け
で
す
。
ア
イ
シ
ン
グ
は
、
ず
ば
り
そ
こ
に
働
き
ま

す
。
ア
イ
シ
ン
グ
し
て
か
ら
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
す
る
と
、
時
間
短
縮

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。
 

人
間
の
体
は
体
温
調
整
機
能
が
働
い
て
い
る
の
で
、
あ
る
部
分
を
局
所

的
に
冷
や
し
て
一
定
レ
ベ
ル
ま
で
温
度
が
下
が
る
と
、
そ
の
部
位
の
温

度
を
元
に
戻
そ
う
と
し
て
血
流
量
が
増
え
ま
す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

運
動
を
開
始
し
て
血
流
量
の
上
昇
に
拍
車
を
か
け
る
。
こ
れ
が
、
痛
み
が

な
い
場
合
の
ア
イ
シ
ン
グ
の
狙
い
で
す
。
 

⓷
な
ぜ
効
果
的
な
の
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

④
痛
み
が
あ
る
場
合
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

次
は
、
ど
こ
か
特
定
の
部
位
に
痛
み
が
あ
っ
て
、
そ
れ
へ
の
働
き
か
け
と

し
て
ア
イ
シ
ン
グ
を
用
い
る
場
合
。
「
慢
性
的
な
痛
み
に
対
す
る
冷
却
効

果
」
の
項
で
説
明
し
た
と
同
じ
理
屈
で
す
。
 

痛
み
が
あ
る
と
損
傷
部
位
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
辺
の
筋
肉
に
ス
パ
ズ

ム
（
硬
く
こ
わ
ば
る
状
態
）
が
生
じ
、
そ
れ
が
再
び
痛
み
を
お
こ
す
と
い
う

悪
循
環
を
生
み
出
し
ま
す
。
痛
み
や
ス
パ
ズ
ム
を
起
こ
し
た
筋
肉
は
当

然
動
き
が
悪
く
な
り
ま
す
の
で
、
他
の
部
位
の
筋
肉
が
そ
の
動
き
を
代

償
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
痛
い
と
こ
ろ
を
か
ば
う
」
動
き
で

す
。
 

こ
れ
を
事
前
の
ア
イ
シ
ン
グ
で
打
破
す
る
の
で
す
。
痛
み
を
軽
減
さ
せ

る
こ
と
で
筋
肉
の
ス
パ
ズ
ム
を
解
消
し
、
動
き
や
す
く
す
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
本
来
の
動
き
に
近
い
状
態
を
作
り
、
運
動
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。
 

   

平
成
二
十
八
年
度
 
第
四
・
四
半
期
 

N

P

O

法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 
事
務
局

 

一
法
人
報
告

 

一
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
事
業
報
告
 
千
葉
県
庁
・
四
月
四
日
提
出
予
定

 

 
・
前
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書

 

 
・
前
事
業
年
度
の
財
産
目
録

 

 
・
前
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表

 

 
・
前
事
業
年
度
の
収
支
計
算
書

 

 
・
前
事
業
年
度
の
役
員
名
簿

 

 
・
前
事
業
年
度
の
社
員
の
う
ち

1

0

人
以
上
の
氏
名

 

二
そ
の
他
減
免
申
請
予
定

 

 
・
道
府
県
民
税
均
等
割
申
告
書
・
柏
県
税
事
務
所

 

 
・
市
町
村
税
の
均
等
割
申
告
書
・
我
孫
子
市
役
所
課
税
課

 

二
派
遣
事
業
 
我
孫
子
市
「
か
が
や
く
」
取
材

 

 
日
時
 
平
成
２
９
年
２
月
１
日
（
水
曜
日
）
二
面
掲
載

 

 
 
 
 
１
８
：
４
０
～
２
０
：
０
０
 
 
 

 

 
場
所
 
我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７

 

 
 
 
 
我
孫
子
市
立
柱
が
高
武
道
場
（
東
葛
道
場
）
 

 
参
加
者
・
出
向
者
・
・
・
・
・
６
名

 

 
 
 
 

 

平
成
二
十
九
年
度
 
 

 

行
事
予
定
 

 
 
五
月
 
二
十
一
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会
 

 
 
八
月
 
 
二
十
日
（
日
）
合
同
練
習
会
・
合
同
研
修
会

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
事
会
 

 
 
九
月
二
十
三
日
（
金
）
他
武
道
参
戦
・
研
修
会
 

 
十
二
月
 
十
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会

 

 
十
二
月
二
十
四
日
（
月
）
本
部
納
会

 

平
成
三
十
年
 

 
 
一
月
 
十
四
日
（
日
）
鏡
開
き
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
護
身
武
道
演
武
会
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特
別
研
修
会
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
事
会
 

 
 
三
月
 
二
十
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
道
場
だ
よ
り
 

平
成
二
十
八
年
度
 
第
四
・
四
半
期
 

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー
 

 
 
 
〈
身
技
体
の
向
上
、
訓
練
、
確
認
機
関
〉
 

第
６
７
回
指
導
者
研
修
会

 
 

 
日
時
 
平
成
二
十
九
年
三
月
十
九
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
５
：
４
０
～
１
８
：
４
０
 

 
場
所
 
荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１
 
 

 
 
 
 
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 
多
目
的
室
 
 

 
研
修
内
容
 

 
・
気
合
せ
１
６
本
、
気
合
せ
柔
術
２
２
本
 
 

 
 
 
 
 
 
 
抽
出
指
導
 

 
・
審
判
、
審
査
の
暫
定
実
施
要
項
・
実
践
 

 
・
そ
の
他
 
 

  

 
上
野
道
場
 
 
 
 
 
 
瀧
井
師
範
 

場
所
 
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
 
上
野
小
学
校
体
育
館
 

練
習
日
時
 
毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～
２
０
：
１
０
 

 

２
７
日
に
小
川
雅
大
君
が
６
級
の
審
査
を
受
け
合
格
い
た
し

ま
し
た
。
小
川
君
は
、
６
歳
な
が
ら
熱
心
に
練
習
に
取
り
組
み

大
き
な
声
で
頑
張
り
ま
し
た
。
小
学
校
に
入
学
し
て
も
元
気
よ

く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
 

上
野
道
場
で
は
、
乱
取
り
に
パ
ン
チ
ン
グ
グ
ロ
ー
ブ
を
用
い
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
ケ
ガ
の
防
止
目
的
に
導
入
致
し
ま
し
た
。
 

グ
ロ
ー
ブ
に
最
初
は
慣
れ
な
い
よ
う
で
す
が
、
楽
し
く
練
習
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
竹
村
太
一
君
 
、
公
孝
君
、
土
屋
仁
人
君

も
更
な
る
級
を
目
指
し
元
気
一
杯
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

林
晃
一
君
は
、
中
学
３
年
に
な
り
受
験
の
た
め
週
に
数
回
の
学

習
塾
に
通
う
た
め
に
数
か
月
の
休
み
と
な
り
ま
し
た
。
本
人
も

ご
両
親
も
一
段
落
し
た
ら
、
復
帰
を
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

中
学
最
後
の
一
年
を
全
力
で
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

ま
た
み
ん
な
で
一
緒
に
練
習
し
ま
し
ょ
う
。
 

本
部
道
場
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
舘
 
長

 

場
所
 
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

 

練
習
日
時
 
毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～
２
１
：
０
０
３
月
 

 
平
成
２
９
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
三
事
業
の
実
行
委
員
長

も
決
ま
り
、
内
容
の
あ
る
次
に
繋
が
る
一
年
と
し
て
い
き
ま
す
。

各
指
導
者
が
、
護
身
武
道
技
（
脱
力
・
気
合
せ
）
を
習
得
し
、
伝

承
者
を
一
人
で
も
多
く
育
て
て
い
け
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま

す
。
力
を
合
せ
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

 

 

 

 

平
成
２
９
年
度
三
行
事
実
行
委
員

 

第
１
１
回
護
身
武
道
演
武
大
会

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
行
委
員
長
 
 
平
戸
 
俊
一
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
副
実
行
委
員
長
 
笠
置
 
博
史
 

 

夏
期
合
同
練
習
会
・
合
同
研
修
会

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
行
委
員
長
 
 
瀧
井
 
正
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
副
実
行
委
員
長
 
笠
置
 
博
史

 

他
武
道
参
戦
又
は
代
替
事
業

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
行
委
員
長
 
 
中
武
 
寛
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
副
実
行
委
員
長
 
瀧
井
 
正
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
副
実
行
委
員
長
 
大
関
 
浩
一
 

 

 
 
 
 
以
上
の
通
り
審
議
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
ご
支
援

 

 
 
 
 
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

 

ろ
ん
の
こ
と
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ご
家
族
の
皆
さ
ん

も
含
め
、
一
人
一
人
全
員
の
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
次
回
の
第
十

一
回
も
よ
り
良
い
、
価
値
あ
る
大
会
を
目
指
し
、
皆
で
力
を
合
わ

せ
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
支

援
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
 

 

夏
期
合
同
練
習
会
実
行
委
員
長
 
 
瀧
井
 
正

 

今
年
度
の
、
夏
期
合
同
練
習
会
実
行
委
員
長
の
瀧
井
で
す
。
 

今
年
度
の
合
同
練
習
会
は
昨
年
ま
で
の
良
い
部
分
を
踏
ま
え
、

新
た
な
護
身
武
道
の
合
同
練
習
会
を
作
っ
て
行
こ
う
と
考
え
て

ま
い
り
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
会
員
の
方
々
に
護
身
武
道
を
今
以

上
に
理
解
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
練
習
会
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 

他
武
道
参
戦
実
行
委
員
長
 
 
 
 
中
武
 
寛

 

 

こ
の
度
、
他
武
道
参
戦
実
行
委
員
長
に
選
任
し
て
頂
き
ま
し
た

中
武
で
す
。
毎
年
台
東
区
の
空
手
大
会
に
出
場
さ
せ
て
頂
い
て

降
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
他
の
大
会
も
検
討
し
よ
う
と
言
う
事

に
な
り
ま
し
た
。
理
事
の
先
生
方
と
良
く
打
合
せ
を
し
な
が
ら

進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
一
年
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
 

平
成
２
９
年
度
三
事
業
実
行
委
員
長
挨
拶

 

 

第
１
１
回
演
武
会
実
行
委
員
長

 

 
平
戸
俊
一

 

こ
の
度
、
前
回
の
第
十
回
に
続
き
、
平
成
三
十
年
、
第
十
一
回
護

身
武
道
演
武
大
会
の
実
行
委
員
長
に
選
任
さ
れ
、
再
度
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
十
回
も
例
年
通
り
、
充
実
し
た
素
晴

ら
し
い
大
会
で
し
た
。
こ
れ
は
先
生
方
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
も
ち
 



ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.zengoburen .org／

※
派
遣
事
業
 
 

・
「
か
が
や
く
」
取
材
「
そ
の
道
の
プ
ロ
に
聞
く
」
 

我
孫
子
市
役
所
総
務
課
広
報
課
男
女
共
同
参
画
室
 
 

 
日
時
 
平
成
２
９
年
２
月
１
日
（
水
）
 

 
 
 
 
１
８
：
４
５
～
１
９
：
３
０
 

 
場
所
 
我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
 

 
 
 
 
我
孫
子
市
立
我
孫
子
中
学
校
 
武
道
場
 

 
参
加
者
 
中
野
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、
長
島
師
範
 

 
出
向
者
 
中
武
師
範
、
笠
置
師
範
、
舘
長
 

 
資
料
（
子
供
に
教
え
た
い
護
身
術
）
・
・
事
務
局
作
成
 
 
 

 

 

 
 

ひ
た
ち
な
か
教
室
 

平
戸
師
範
 

 
連
絡
先
 
０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２
 
 

 
日
時
 
不
定
期
開
催
 

 

い
よ
い
よ
四
月
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
 

我
々
社
会
で
生
き
て
い
る
者
は
、
大
人
も
子
供
も
、
四
月
が
新
し

い
一
年
の
始
ま
り
と
言
え
ま
す
。
進
級
や
進
学
、
新
入
社
は
も
ち

ろ
ん
、
移
動
な
ど
四
月
か
ら
新
し
い
環
境
に
身
を
置
く
人
も
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
環
境
は
変
わ
ら
ず
と
も
、
新
年
度
の

始
ま
り
は
心
を
新
た
に
で
き
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
新
し
い
人

と
の
出
会
い
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
出
会
い
の
為
に
、
是
非
、

心
の
準
備
を
し
た
い
も
の
で
す
。
相
手
に
失
礼
の
な
い
よ
う
、
誠

実
に
向
き
合
え
る
よ
う
、
常
に
意
識
を
持
ち
備
え
た
い
も
の
で

す
。
人
と
の
関
り
は
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
 

東
葛
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長
島
師
範
 

場
所
 
我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
 
我
孫
子
中
学
校
武
道
場
 
 

練
習
日
時
 
毎
週
水
曜
日
１
9
：
０
０
～
2
１
：
０
０
 
 

連
絡
先
０
９
０
８
０
５
７
３
１
０
８

2

月

1

日
に
、

 

 
我
孫
子
市
総
務
秘
書
広
報
課
発
行
、
情
報
紙
「
か
が
や
く
」
の

取
材
を
受
け
ま
し
た
。
 

【
取
材
内
容
】
 
そ
の
道
の
プ
ロ
に
聞
く
 
子
供
に
教
え
た
い
護

身
術
。
館
長
、
笠
置
師
範
、
中
武
師
範
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
大

変
助
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
我
孫
子
市
 

全
戸
配
布
及
び
行
政
機
関
、
各
 

施
設
に
据
え
置
き
、
発
行
部
数
 

4
5
0
0
0
部
、
３
月
下
旬
発
 

行
で
す
。
 

 
新
会
員
の
入
会
に
つ
な
が
 

れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
 

            

世
田
谷
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笠
置
師
範
 

場
所
 
世
田
谷
区
船
橋
３
・
１
１
・
８
 
船
橋
地
区
会
館
一
階
 

練
習
日
時
 
毎
週
日
曜
日
 
 
１
８
：
０
０
～
１
９
：
３
０
 

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
や
れ
る
こ
と
は
わ
ず
か
で
す
。
そ
れ
で

も
や
れ
る
も
の
を
行
え
た
時
、
充
実
し
た
と
感
じ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ち
ら
の
一
方
的
に
な
ら
ぬ
よ
う
気
を
付
け

て
は
お
り
ま
す
が
、
技
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
大
変
時
間
が
か

か
る
も
の
で
す
。
技
が
楽
し
い
と
思
え
る
時
は
、
技
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
階
級
が
上
が
る
ほ
ど

技
は
難
し
く
な
り
、
覚
え
に
く
い
も
の
が
多
く
な
り
ま
す
。
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
こ
と
も
難
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
指
導
内
容
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
第
一
に
人
が
増
え
る
こ

と
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

三
鷹
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笠
置
師
範
 

場
所
 
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
 
北
野
小
学
校
体
育
館
 

練
習
日
時
 
毎
週
日
曜
日
 
 
９
：
０
０
～
１
２
：
０
０
 

 
恒
例
行
事
と

な
り
ま
し
た
、
お
花
見
会
を
三
鷹
・
世
田
谷
の
合

同
で
行
い
ま
し
た
。
 

桜
の
開
花
に
は
ま
だ
早
く
、
お
花
見
会
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
皆
さ
ん
集
ま
っ
て
頂
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
ひ
と
時
が
大
変
貴
重
な
時
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。
話
題
も
様
々
で
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
差
し
入
れ

や
か
た
づ
け
に
至
る
ま
で
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
 

三
鷹
で
武
道
の
場
を
設
け
て
1
4
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
そ

の
間
に
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
出
会
い
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ

れ
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
年
少
部
の
会
員
も
す

く
す
く
と
成
長
し
、
い
つ
の
間
に
か
来
年
高
校
受
験
や
中
学
校

入
学
す
る
生
徒
も
お
り
、
今
後
が
と
て
も
楽
し
み
で
あ
る
と
同

時
に
、
稽
古
へ
来
る
時
間
が
少
な
く
な
 

る
こ
と
を
思
え
ば
残
念
な
気
持
ち
も
 

あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
の
将
 

来
に
向
け
て
頑
張
れ
る
こ
と
に
応
援
 

を
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

和
菓
子
処
 
八
千
代
堂
 

本
 
 

店
 
合
羽
橋
通
り
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
4
1)

3
4
4
1
 

千
束
店
 
 

千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
7
2)

1
7
0
5
 

石
川
商
店
（
お
肉
屋
さ
ん
）
 

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３
（
初
代
会
長
の
お
店
）
 

 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

３
８
７
３)

４
７
２
０
 

瀧
井
商
店
（
す
だ
れ
）
 

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店
 

 

 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

 
３
８
３
１)

０
８
４
４
 

（有
）
カ
サ
ギ
電
気
工
業
（
電
気
工
事
、
設
計
）
 

世
田
谷
区
祖
師
谷
２
の
９
の
２
６
 

 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

３
４
８
４
）
６
２
８
２
 

有
）
油
屋
商
事
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
住
宅
設
備
）
 

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町
 

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

０
２
ー
９
２
７
４
ー
８
８
８
７)

 

東
芝
府
中
教
室

 

 
大
関
師
範

 

 
連
絡
先

 

０
９
０
３
８
１
３
５
５
１
０

 

 

日
時
 
 
 
不
定
期
開
催

 

 

報
告
、
 
昨
年
１
１
月
に
実
施
し
た
 

 
の
三
鷹
わ
の
縁
日
と
上
野
サ
ー
ク
ル
 

 
フ
ェ
ス
タ
で
の
派
遣
事
業
に
つ
い
て
 

 
東
芝
Ｃ
Ｓ
Ｒ
社
会
貢
献
室
へ
活
動
報
 

 
告
し
ま
し
た
。
過
日
、
東
芝
社
会
貢
献
 

 
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
日
 

 
本
護
身
武
道
連
盟
の
活
動
と
し
て
登
 

 
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
 

 
た
。
 

城
北
道
場
 
 
 
 
 
 
中
武
師
範
 

 
舘
 

長

 
 

場
所
 
荒
川
区
東
尾
久
２
・
４
３
・
９
 
赤
土
小
学
校
体
育
館

 

練
習
日
時
 
毎
週
土
曜
日
 
 
 
１
２
：
０
０
～
１
５
：
０
０

 

 
春
に
な
り
ま
す
。
も
う
す
ぐ
桜
の
花
の
咲
く
頃
で
す
ね
！
温

か
く
な
る
日
が
待
ち
ど
お
し
い
で
す
。
近
況
で
す
。
中
嶋
さ
ん
、

鈴
木
さ
ん
親
子
、
市
川
さ
ん
、
舘
長
、
（
私
）
中
武
、
で
練
習
し
て
お

り
ま
す
。
市
川
さ
ん
が
、
二
月
に
四
級
を
合
格
し
現
在
三
級
の
練

習
を
し
て
お
り
ま
す
。
城
北
道
場
で
は
、
最
近
少
し
ず
つ
杖
の
型

を
舘
長
よ
り
教
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
（
杖
の
握
り
手
の
向
き
が
い

つ
の
間
に
か
変
わ
っ
た
り
し
て
中
々
難
し
い
で
す
。
）
 

先
日
、
東
葛
道
場
へ
「
こ
ど
も
の
為
の
護
身
術
」
の
取
材
が
来
ら

れ
る
と
言
う
事
で
応
援
に
伺
い
ま
し
た
。
 

改
め
て
、
護
身
武
道
を
習
う
と
云
う
事
の
意
味
の
難
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
子
供
が
も
し
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
時
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
か
、
例
え
ば
体
の
大
き
な
大
人
も
し
く
は
意
地

悪
な
友
達
に
絡
ま
れ
た
と
き
、
又
は
倒
れ
て
し
ま
い
助
け
て
ほ

し
い
な
ん
て
事
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
勇
気
を
出
し

て
正
し
い
と
思
う
事
を
大
き
な
声
で
言
え
れ
ば
、
護
身
武
道
を

習
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

冷
静
に
考
え
て
、
力
で
勝
て
な
い
と
判
断
し
た
ら
、
逃
げ
て
も
良

い
と
思
い
ま
す
。
大
怪
我
を
負
わ
さ
れ
た
り
、
命
の
危
険
な
目
に

遭
う
事
は
成
る
べ
く
避
け
た
い
も
の
で
す
。
最
近
、
城
北
道
場
で

は
、
な
る
べ
く
大
き
な
気
合
を
出
す
よ
う
に
心
が
け
て
お
り
ま

す
。
普
段
の
練
習
で
大
き
な
声
が
出
せ
な
い
の
に
、
い
ざ
必
要
な

時
に
声
を
出
す
事
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
一
週
間
に
一
回
の

練
習
な
の
で
、
道
場
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
き
な
声
で
練
習
に
励
ん

で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
護
身
武
道
で
、
技
と
心
を
鍛
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
 

  

 

 
 

               

世田谷道場 

上野道場 




